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　資　料

関東山地北縁の中央構造線「馬山－金井線」の再検討

Re-examination of “Mayama-Kanai Line”, Median Tectonic Line in the northern 
marginal area of the Kanto Mountains, Central Japan

鏑川団体研究グループ＊

Kaburagawa Research Group　

はじめに

　下仁田町の大北野－岩山線，馬山－金井線は，三

波川変成岩類分布の北限で中央構造線に相当する．

また，下仁田構造帯の南縁の断層である．1964年か

ら下仁田地域を調査した跡倉団体研究グループは，

大北野－岩山線の北部地域を調査し，大北野－岩山

線は，千平－蒔田線により北へ約1.5㎞，岩山から

馬山丘陵までずれ，これより東では三波川結晶片岩

類の北限を馬山－金井線とした（新井ほか 1966）．

　その後，比企丘陵地域では，南側の関東山地との

境界近くにある奈良梨断層が中央構造線の延長にあ

たるという見解が出され（武井ほか 1976），つづい

て同断層のすぐ北側で，比企丘陵の新第三系の基盤

にあたる菫青石黒雲母片麻岩が発見された（武井・

小池 1977）．その後も領家非持型トーナル岩の発見

（比企団体研究グループ 1982），天竜峡型片麻岩状

花崗岩の発見（端山・比企団体研究グループ 1984）

と，この地域で領家型岩石の発見がつづき，馬山－

金井線の奈良梨断層との関連について，詳しい調査

が求められた．

　これをうけ，馬山－金井線の形態・構造解明を目

的に，鏑川団体研究グループが発足した．鮎川流域

から調査を進め，藤岡市金井で低角の断層を発見し
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第１図　馬山－金井線（神沢ほか 1968）を簡略化，加筆
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鏑川団体研究グループ

「牛伏山衝上断層」と呼んだ（鏑川団体研究グルー

プ 1985）．また，富岡市日向で，牛伏山衝上断層の

下盤に，跡倉クリッペの構成員である石英閃緑岩

（ペルム紀）があり，これが三波川結晶片岩に衝上

しているのを発見し，跡倉衝上と牛伏山衝上との関

係を論じた（鏑川団体研究グループ 1990）．

　その後の調査により，馬山－金井線と牛伏山衝上

断層との関係，および千平－蒔田線と牛伏山衝上断

層との関係について，一定の結論を得たので，ここ

に公表する．

地質概要

　調査地域では，馬山－金井線は高角北傾斜の断層

で，下盤（外帯側）は全域にわたり三波川結晶片岩

類である（第１図）．上盤（内帯側）は，西部の横

瀬川から岩染川の間は，南
なん

蛇
じゃ

井
い

層（ジュラ系），古

第三紀の骨
こつ

立
たて

山
やま

凝灰岩，花崗斑岩，石英斑岩，そし

て新第三紀の下仁田層（下部中新統）基底の神
か

農
の

原
はら

礫岩と富岡層群（中部中新統）中部の小
お

幡
ばた

層が分布

する．岩染川から雄
お

川
がわ

の間は小幡層，雄川から鮎川

の間は富岡層群下部の牛伏層が分布する．

　調査地域で見られる地層・岩石は次の通りである．

　南蛇井層　南蛇井層は横瀬川から石淵の丘陵で見

られる．黒色の泥岩を主とし，暗灰色の砂岩や珪質

の部分を含む．鎌田川とその支流の諸
もろ

沢
ざわ

では河床で

神農原礫岩に不整合に覆われているのが見られる．

　花崗斑岩　花崗斑岩は，鎌田川と諸沢に広く分布

する．斑晶は粗粒な石英，斜長石で，赤褐色の斜長

石斑晶が見られる．岩相は神農原礫岩の花崗斑岩礫

とよく似ており，岩体の周辺で直径１ｍを越える神

農原礫岩の礫が見られること，鎌田川で両岩体の間

に花崗斑岩起源の粗粒の砂岩が広く分布することか

ら，神農原礫岩の礫の供給源と考えられる．

　石英斑岩　石英斑岩は鮎川流域，野上川流域に広

く分布し，そのほか各地で牛伏山衝上断層の破砕帯

の中に小片として取り込まれている．白色の岩体

で，下仁田構造帯にみられる白亜紀の平
な

滑
め

花崗岩，

骨立山凝灰岩に似ているが，石英斑岩が著しく破砕

され，再固結したもので，源岩の小片が認められる．

　骨立山凝灰岩　骨立山凝灰岩は石淵の丘陵で見ら

れる．骨立山及びその付近の鏑川河床を模式地とす

る酸性凝灰岩で，優白色の岩石であるが，新鮮な面

は青緑色を呈する．神農原礫岩に不整合におおわれ

る（Fujishiro & Kosaka 1999）．

　赤津礫岩　赤津礫岩は石淵の丘陵と横瀬川の河床

で見られる．骨立山凝灰岩と南蛇井層の間に挟まれ

た小範囲に見られる暗緑色～暗灰色の礫岩で，礫種

は花崗斑岩が主で花崗岩を含む．神農原礫岩に類

似するが，骨立山凝灰岩とも南蛇井層とも断層で

接し，その関係は不明である．Fujishiro & Kosaka

（1999）は神農原礫岩に含めている．

　新第三系　神農原礫岩は鎌田川流域，下蒔田の横
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関東山地北縁の中央構造線「馬山－金井線」の再検討

瀬川左岸の丘陵に広く分布する．礫の大部分は赤褐

色の斜長石が目立つ花崗斑岩と酸性凝灰岩である．

南蛇井層を不整合におおい，小幡層に不整合におお

われる．

　牛伏層は，花崗岩ないし石英斑岩起源の中粒のア

ルコース砂岩を主体とし，シルト層，礫岩層を含

む．植物化石をわずかに含む．富岡層群の最下部と

される．

　小幡層は，牛伏層に整合に重なる，厚さ数10㎝の

黄褐色砂岩と灰色～灰白色の泥岩の互層で，白色の

酸性凝灰岩を挟んでいる．

　三波川結晶片岩　緑色片岩，黒色片岩が主体であ

るが，まれに石英片岩が含まれる．

断層各論

　馬山－金井線と牛伏山衝上断層

　三波川結晶片岩類と富岡層群との境とされる「馬

山－金井線」は，一連の高角断層とされてきたが，

今回の調査で，牛伏山衝上断層と，これと併走する

高角断層とからなることが確認された．従来のこの

名称は，両者を併せて用いられていたことになるの

で，あらためて今回確認された高角断層を「馬山－

金井線」と再定義する．

　馬山－金井線は，下仁田町馬山から甘楽町の雄川

まで約10㎞続く，ほぼ東西方向の高角北落ちの正断

層．雄川から藤岡市金井の間は，露出が悪く位置は

確実ではない．

　牛伏山衝上断層は，藤岡市金井で発見された断

層で（鏑川団体研究グループ 1985），下仁田町馬山

から金井まで約20㎞，一部では欠けるがほぼ連続

する．走向傾斜は，馬山地区をのぞいては全体と

して東西方向の北落ち低角断層である．この断層

については低角の正断層だという意見もある（小

林 1995）．

　断層の連続性，地域ごとの特性を，次のように地

域を区切り西から記述する．

１．横瀬川－岩染川地域（下仁田町馬山から富岡市

南
みなみ

後
ご

箇
か

）

２．岩染川－雄
お

川
がわ

地域（富岡市南後箇から甘楽町小

幡）

３．天引川－鮎川地域（高崎市吉井町から藤岡市金

井）

１．横瀬川－岩染川地域（下仁田町馬山から富岡市

南後箇）

　この地域は，馬山－金井線と大北野－岩山線が平

行して走り，その間に牛伏山衝上断層が見られ，複

雑な構造をしている．

　馬山－金井線

　下仁田町馬山の米山寺から南西約200ｍの地点

（第３図－①）で，丘陵斜面の道路工事により，厚

いローム層の下に高角断層が延長15ｍにわたって出

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

0 1 2km

鏑
川

鏑
川
国道 254

号

国道 254
号

横
瀬
川

横
瀬
川

大北野－岩山線
大北野－岩山線

三木杉三木杉

馬山馬山

南後箇南後箇

牛伏山衝上断層
牛伏山衝上断層

牛伏山衝上断層牛伏山衝上断層

鎌
田
川

鎌
田
川 馬山－金井線

馬山－金井線 野
上
川

野
上
川

岩
染
川

岩
染
川

下
川
下
川

雄
川
雄
川

大
塩
湖

大
塩
湖

永洲永洲
大光寺大光寺

第３図第３図

第６図第６図

第８図第８図

馬山－金井線
馬山－金井線

小幡小幡

長厳寺長厳寺

白
倉
川

白
倉
川

天
引
川

天
引
川

大
沢
川

大
沢
川

鮎
川
鮎
川

東谷東谷

牛伏山牛伏山
△△

牛伏山衝上断層
牛伏山衝上断層

八束八束

鈩沢鈩沢
金井金井

三
名
湖

三
名
湖

鮎
川
湖

鮎
川
湖

三
名

川

三
名

川

跡倉ナップ

富岡層群 神農原
礫岩 花崗斑岩 石英斑岩 南蛇井層

赤津礫岩 骨立山
凝灰岩

三波川
結晶片岩

第２図－２　牛伏山衝上断層と馬山－金井線
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現した（第５図）．この露頭は確認できる馬山－金

井線で最も西端に位置する．上盤は小幡層，下盤は

南蛇井層で，断層面の走向傾斜はN80°W，45°N

である．上盤の小幡層は，厚さ10～15㎝の淡灰色砂

岩と数㎝の灰色泥岩の互層で，断層面から数ｍは破

砕がおよんでいる．下盤の南蛇井層は，灰色～黒色

泥岩で，断層により著しく破砕され，破砕帯は10ｍ

以上で，断層と同方向のクラックが見られる．

　馬山－金井線は，米山寺南から横瀬川，鎌田川，

日向の沢，野上川，加生の沢，岩染川と連続して追

跡され，全体を通しての断層面の走向傾斜はN70°

～80°W，50°～70°Nである．丘陵地では露出は良

くないが，多くは断層の両側で岩質が異なり，断層

破砕帯がみられるので，その位置は推定される．

　牛伏山衝上断層

　横瀬川から野上川の間は，上盤に南蛇井層，花崗

斑岩，神農原礫岩，小幡層が分布するが，丘陵地で

は露出が悪く，断層面が確認できる場合は少ない．

断層面の走向傾斜は鎌田川ではN67°W，28°N，

野上川ではEW，26°Nを示し，全体としてEW～

N60°W，20°～40°Nである．

　野上川から加生の間は，石英斑岩，神農原礫岩が
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広く分布し，小幡層がそれらを不整合におおう．断

層面の確認できる露頭は少ないが，全体として走向

傾斜はEW～N80°W，25°～40°Nである．

　加生から岩染の間は，上盤は小幡層で，断層面が

見られる露頭では，走向傾斜はN80°W，20°～40°

Nで，断層粘土は厚さ１ｍ程度である．

　千平－蒔田線（小林，1995の蒔田断層）と牛伏山

衝上断層の関係

　千平－蒔田線について調査した結果，断層面の走

向傾斜は石淵の丘陵ではN70°W，50°～45°SW，

四方坂峠（団地入り口）（第３図－②）でN35°W，

45°SWで，石淵の丘陵には上盤に，西の鏑川流域

から続く南蛇井層，赤津礫岩，骨立山凝灰岩が分布

する．団地から南の横瀬川左岸下蒔田の丘陵は神農

原礫岩で，断層面の走向傾斜は全体としてNW方

向 SW落ちの低角断層である．団地によって露頭が

とぎれ，北部と南部は傾斜に差があるが，作図上も

大きなずれは見られず，ほぼ一連の断層と見ること

ができる．横瀬川支流の西沢から東へ大北野－岩山

線に沿って，上蒔田，三本杉から野上川にかけて千

平－蒔田線につづく低角断層の上盤に，新第三紀層

が分布し（小林和夫 1981），三本杉の道沿い（第３

図－③）で石英斑岩が見られた．

　牛伏山衝上断層と千平－蒔田線との関係について

は，米山寺南の馬山－金井線の露頭から南約100ｍ

の小沢（第３図－④）で，三波川結晶片岩の上に南

蛇井層が低角で接する露頭がある．断層面は確認で

きないが，下盤の結晶片岩の分布から推定すると境

界はほぼ走向NE方向低角のNW落ちである．こ

こは，牛伏山衝上断層と千平－蒔田線の交点に当た

るが，上盤の南蛇井層は連続している．また，石淵

の丘陵で見られる赤津礫岩が横瀬川で見られること

も，南蛇井層の連続性を示唆している．したがって

両断層は一連の同一の断層であると判断できる．
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大
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第６図　大塩湖周辺の地質
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南蛇井層南蛇井層
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断層面断層面

第５図　米山寺南の馬山－金井線（口絵２-２）
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２．大塩湖，岩染川－雄川地域（富岡市南後箇から

甘楽町小幡）

　この地域は，馬山－金井線は連続して確認される

が，牛伏山衝上断層が見られるのは大塩湖周辺のみ

である．

　馬山－金井線

　下岩染の岩染川の河床（第６図－①）で馬山－金

井線が見られる．小幡層と三波川結晶片岩を境する

EW方向で高角の断層であるが，露出が悪く断層

面，断層破砕帯は確認できない．この断層と大塩湖

の間の大口集落の丘陵（第６図－②）に黒色片岩の

小岩体の露頭があり，従来は小幡層堆積時のバンク

とされていたが，馬山－金井線にともなう地塁とみ

られる．

　大塩湖には湖の中央に西岸から東岸にわたる馬

山－金井線が確認される．西岸（第６図－③）の

断層露頭では（第７図），断層面の走向傾斜はほぼ

EW，45°Nで，上盤の小幡層は厚さ10ｍほどは激

しく破砕され，断層面に沿って厚さ５ｍほど激しく

破砕された結晶片岩が挟まれている．下盤も小幡層

で，同様に破砕されているが，断層面，破砕帯の厚

さは石垣におおわれ測定できない．東岸では断層面

は見られないが，小幡層の構造と斜行して幅数ｍの

黒色の破砕帯があり，これが湖底に伸びている．

　よって，従来は大塩湖の西の岩染と東の永洲にそ

れぞれ南北方向の高角断層がありこれにより馬山－

金井線が南にずれるとされていたが，岩染，大塩

湖，永州と断層の露頭が連続し，その構造，位置，

方向から馬山－金井線はこの区間では大きなずれは

なく，連続するものである．

　馬山－金井線は，国峰の永洲から下
くだ

川
がわ

までの間

は，露出はあまりよくないが，畑の面や堀の縁，丘

陵の斜面などに，幅１ｍ程の断層破砕帯を挟んで，

小幡層と三波川結晶片岩が接しているのが連続して

見られる．

　雄川に沿った長巌寺の裏山に，牛伏層と三波川結

晶片岩を境する走向傾斜N70°W，ほぼ垂直の断層

があり，この断層面に巨大な摩崖仏が刻まれている．

ここで見られる高角断層は，馬山－金井線が連続し

て確認される東端である．これより東部では，白倉

川と天引川の間の鞍部で断層が見られるが，露出が

悪く，馬山－金井線と推定されるが確認されない．

　牛伏山衝上断層

　大塩湖では馬山－金井線の南にも小幡層が分布す

る．その分布範囲は，西の境界は岩染川の馬山－金

井線より上流200ｍの上岩染の河床で確認される断

層で，断層面は護岸工事がされていて測定できない

が，岩石の分布，地形から走向ほぼN60°Eの高角

断層である．東の境界は大光寺の集落で見られる走

向N40°Wの高角断層である．南の境界は岩染川右

岸と涸沢で低角断層が見られる．他の地点では露出

が悪く断層面は確認できないが，岩石の分布等から

総合的に見て低角断層であり，その形態から牛伏山

衝上断層であると判断される．

３．天引川－鮎川地域（高崎市吉井町から藤岡市金井）

　この地域は，牛伏山衝上断層の露頭が連続して見

られ，鮎川流域ではクリッペも形成されている．

　馬山－金井線

　馬山－金井線は，天引川から鮎川の間は確認され

ていないが，第２図には地層の分布，地形などから

の推定位置を示した．鮎川から東は走向傾斜N50°

断層面
小幡層
断層面
小幡層

小幡層小幡層

結晶片岩結晶片岩

断層破砕帯断層破砕帯

第７図　大塩湖西岸の馬山－金井線
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～40°W，60°～80°Nであるが，これが馬山－金井

線の延長と推定される．

　なお，牛伏山の北約１㎞，吉井町赤谷からの牛伏

山登山口で温泉ボーリングを試み，深さ100ｍ付近

で厚い断層破砕帯に当たり失敗した例があった．黒

色の断層粘土に細かい結晶片岩の断層礫が含まれて

いて地下に断層が推定されるが，これが馬山－金井

線か牛伏山衝上断層か，または別の断層かは確認で

きないが，地形や位置などから見て馬山－金井線の

可能性が高い．

　牛伏山衝上断層

　天引川では断層面は見られないが，下鳥屋集落の

道路脇で低角断層が確認される．天引川から大沢川

の間は，牛伏層が連続して露出し，高さ数10ｍの崖

を形成している．崖下に牛伏山衝上断層が連続して

いるが，崩落により断層面の確認は困難である．測

定された走向傾斜はN85°W，35°Nである．

　牛伏山の南を回る林道では，牛伏山衝上断層の断

層面が数多く見られる．断層面の走向傾斜はN70°

～80°W，20°～40°N，いずれも断層粘土は厚さ１

～３ｍで，数カ所で石英斑岩の断層角礫が含まれ

る．現在は崩落とゴルフ場の整備で多くの露頭が埋

没している．

　鮎川支流の鈩
たたら

沢
さわ

に入って800ｍの地点（第８図－

①）に牛伏層砂岩の採石場があり，その南端で牛伏

山衝上断層が見られた（現在はゴルフ場）．断層の

走向傾斜はN50°W10°～15°N．上盤の牛伏層は，

断層面から20ｍの範囲では，地層は切断され，砂岩

層が数ｍ～10ｍほどのブロックとなっている．

　鈩沢の入り口（第８図－②）で，工場敷地広場の
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第８図　金井周辺の地質



― 48 ―

鏑川団体研究グループ

西側の垂直な面に，下盤が三波川結晶片岩，上盤が

牛伏層で，走向傾斜がN40°W，25°NEの牛伏山

衝上断層が見られる（第９図）．上盤，下盤ともに

破砕が激しく，厚さ数10㎝の断層粘土が見られる．

　日野小学校の東の鮎川右岸（第８図－③）に見ら

れる石英斑岩は，牛伏山衝上断層により，結晶片岩

の上にクリッペとしてのっている．この断層面はほ

ぼ25°の北落ちで，厚い断層破砕帯は沢に沿って南

の牛伏層のクリッペまで続いている．牛伏層のク

リッペの大きさは東西約800ｍ，南北約１㎞で，そ

の底の断層面は波打っているが，全体としての傾斜

は30°～40°Nである．

まとめ

　これまでの調査で明らかになったこと，それに伴

うこれまでの見解の確認や改訂，残された問題など

を以下に記してまとめとする．

（１）これまで馬山－金井線と呼ばれてきたもの

は，単一の高角断層ではなく，牛伏山衝上断

層と高角の断層とがほぼ全域にわたり併走す

る．それで後者の高角断層を馬山－金井線と

再定義する．

（２）千平－蒔田線は，牛伏山衝上断層と一連の同

一断層である．

（３）馬山－金井線と，同断層の南方をこれと平行

に走る大北野－岩山線との関係は，今後の検

討課題である．

（４）馬山－金井線は三波川結晶片岩分布地域の北

限であり，中央構造線に相当するが，牛伏山

衝上断層を中央構造線と見てよいかどうか

は，今後の課題としたい．

（５）牛伏山衝上断層は，断層の上盤に西日本内帯

の白亜紀～古第三紀火成活動の産物と考えら

れる石英斑岩が中新統の富岡層群とともに

見られる（鏑川団体研究グループ 1990）の

で，同層群堆積後に衝上運動があった（端

山 1990）ことは間違いないであろう．

（６）馬山－金井線の発生時期を示す証拠はこれま

で見あたらないが，中新統の堆積開始時に，

北落ちの断層として活動したことは中新統の

分布や堆積時の古地理（フォッサマグナ地質

研究会 1991）からして推定される．

あとがき

　鏑川団体研究は，1982年に武井晛朔の提案で発足

し，山下　昇，端山好和，木崎喜雄，武井晛朔の４

名が中心となり，東京農大第二高校の関係者ほか地

元の有志により進められた．また群馬大学の学生，

見学も兼ねた参加者も多く，多数の方々の協力を得

て，本報告をまとめることができた．
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